
検査員の現場報告

電線引き留め金具が破損！風に揺られて漏電！
青森事業所 小野 奏音

外観点検の重要性を痛感した事例をご紹介します。

〔状況〕
４月中旬、電気事故受付センターから「絶縁監視

装置の漏電の警報」が発生したとの連絡を受け出動

しましたが、すぐに回復し、同じ現象が数日続きま

した。

〔調査〕
現場到着時には回復信号が入っており、漏洩電流

は平常値に戻っていました。お客さまの協力を得て

絶縁抵抗測定及び作業場内の外観点検を実施しまし

たが原因の特定には至りませんでした。絶縁監視装

置の表示は電灯回路（100V系統）の漏電だったため、

電気室の電灯幹線回路に漏電探査器を設置し様子を

見ることとしました。

３日後、再び漏電の警報が発生し、これで原因が

特定できる！と思い現場へ急行しましたが漏電探査

器に動作表示はありません。漏電探査されていない

箇所がないか確認したところ、「ＧＲ※電源」回路が

目に入りました。
※�地絡継電器：高圧側で漏電があった場合に開閉器を開放するた
めの装置。

もしかしたらと思い、お客さまから了解をいただ

き「ＧＲ電源」のブレーカを開放したところ、回復

信号が入りました。原因はここかと思いＧＲ本体を

確認しましたが異常はなく、電源線側の絶縁不良と

判明しました。

〔原因〕
屋外の電線を外観点検したところ、電気室建屋か

らの壁面出口の部分で引き留め金具が破損している

のを発見し、電源線が引っ張られたことにより配管

内部で絶縁不良に至ったことが判明しました。

〔復旧〕
緊急を要することをお客さまに説明し、早急に業

者を手配していただき、無事に改修工事が終了しま

した。

〔お客さまの声〕
お客さまから、「まさか、引き留め金具が破損し

ているとは思いませんでした。漏電箇所が分かり

ほっとしました。24時間迅速な対応をしていただき

大変ありがとうございます」との感謝の言葉をいた

だきました。

〔まとめ〕
お客さま設備は加工場であることから工場内で漏電

しているとの先入観もあり原因判明まで時間を要しま

した。

すべてを疑い、お客さまへの問診や外観点検を心が

け早期発見に努めたいと思います。
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